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光と結合した局在表面プラズモン(LSP)共鳴に

おいては、金属ナノ構造近傍数 nm領域において

電場分布を空間的に厳密に規定可能あり、近年で

は分子の分極率に依存した光圧の作用による一

分子レベルでの分子捕捉が期待されている[1, 2]。

金属-溶液界面における分子運動制御に向けては、

分子構造が持つ分極率だけでなく、吸着特性や拡

散、分子間相互作用といった複数の要因が含まれ

るため、分子捕捉において実際の運動制御機構に

ついての把握は重要な課題と言える。本研究では

常温常圧下の溶液中において、種々の分子に由来

する表面増強 Raman散乱 (SERS) 光を観測によ

る分子種や吸着状態、物質量変化等の評価を通じ

て、分子運動をレーザー光源と共鳴する金属構造

によって変調することを試みた。我々はこれまでに、構造異性体を用いた分子選択的な捕捉・

濃縮について検証を行ない、LSPによる分子種の種類や濃度、基板表面での分子配向が重要

な因子となることを明らかにしてきた[3]。この知見を基として、ターゲット分子である

4,4’-bipyridine (44bpy)と 2,2’-bipyridine (22bpy)を含む電解質溶液中において、電気化学制御条

件下における SERS測定を行った結果、電気化学電位に依存した分子選択的濃縮挙動を観測

することに成功した。さらに本実験においては、分子の分極率を系統的に変化させることを

目的とし、ビピリジン骨格に様々な置換基を有する多様な分子を用いて同様の測定を行った

ところ、分子構造に依存したプラズモン誘起分子捕捉挙動の差異が明らかとなった。 
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Figure. Schematic picture of experimental setup for 
Raman measurement with gold plasmonic structure 
shown as AFM topography. In right column, various 
target molecules are aligned: structure isomers 
(44bpy/22bpy) and substituted isomers by alkyl 
group (44DMe22bpy/44DTBu22bpy).        

第81回応用物理学会秋季学術講演会 講演予稿集 (2020 オンライン開催)9p-Z17-22 

© 2020年 応用物理学会 03-156 3.1


